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生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

2026 No. 519

４月号

ＩＮＤＥＸ ３2026 年度 生活クラブ福祉基金 助成先団体決定
暮らしの中から生まれる思いを大切に

2026 年度  支部大会報告
西支部 / 中央支部 / 厚別支部 / 北斗支部 / いしかり支部

４～５

 石けんカフェを開催しました

段ボール箱で

 堆肥を作って地球にやさしい生活を

６

７

チラシまきは、組合員一人ひとりが参加できる大切な拡大活動です。 
2025 年度の加入状況を振り返ると、新聞折込みやポスティングを
おこなった後、「加入したい」という問い合わせがより増えています。
みなさんの手元に届いたチラシは、支部の組合員が一つひとつ準備
したもの（上写真）。まだお手元にチラシがある方は、散歩がてらポ
ストインしたり（右写真）、知り合いに手渡したりして、今月中にま
いてください。５月からは組合員も楽しめるさまざまな拡大イベン
トがあります。生活クラブを地域に広げ、新しい仲間との出会いに
つなげていきましょう。 

支部大会後に、チラシの組み込み作業を行いました（3/17  南支部）
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組織（３月度 ）
組合員数 12,006 名

加入 26 名 脱退 73 名
共同購入（４月度 ）
利 用 高 ２億 4,557 万 4,245 円

１世帯当たり 20,454 円
グリーンシステム（３月度 ）
Ｒ び ん 回　収 15,282 本

回収率 77.2 ％
紙パック 売却金 9,200 円

回収率 70 ％
ピッキング袋 回収率 26.6 ％

福祉基金（３月度 ）
賛同者数 2,878 名 賛同率 22.7 ％

エッコロ（３月度 ）
加入者数 3,778 名

加入 ６ 名 脱退 25 名
生活クラブ共済 ハグくみ （２月度 ）
加入件数 1,281 件

CO・OP共済（２月度 ）
保有件数 たすけあい  3,380 件

あいぷらす 1,845 件

電気の共同購入  （１月 ）
〈 供給契約者数 〉 754 名

〈 電源構成比  速報値 〉
１月は約９割の電力を再生可能エネル
ギー発電所からお届けしています。



　生活クラブは、みんなで力を合わせ誰もが安心して
暮らす地域社会をつくろうと、43 年前に創設した生活
協同組合です。これまで共同購入事業を通して仲間を
増やしながら、日々の暮らしの中からみえてきた様々
な課題を解決するためのしくみをつくってきました。
2015 年に国連が定めた、持続可能でよりよい世界をめ
ざす開発目標 SDGs に「安心して生活を営める地域社
会をつくる」とありますが、生活クラブはこれに先んじ
て福祉に取り組み、2003 年に福祉基金を創設し、そこ
に留まらない社会をめざしてきました。これからも人と
人とのたすけあいを通し、地域に暮らす市民が地域に
必要なたすけあいの形をつくる「市民参加型福祉」を
すすめていきます。
　福祉基金は、７割を生活クラブが組合員とすすめる
福祉事業の子育てを支援する事業・高齢者の福祉に関
わる事業・多世代の居場所づくり等へ、３割を地域で
福祉活動をすすめる団体等への外部助成に使います。
助成先は 22 年間で 253 団体、総額 28,115,923 円にな
りました。

外部助成先の選考は、福祉の専門家・福祉担当理事
会・組合員など 10 名程度で構成された運用委員会で

－３－

2026 年度 生活クラブ福祉基金 助成先一覧

2026 年度　生活クラブ福祉基金 助成先団体決定

福祉担当理事　小松 真理

No 団　体　名 助　成　内　容 所在地 助成額（ 円 ）

１  NPO 法人  いしかり地域共生ラボ 認知症に関する映画上映会費用 石狩市 150,000

２ NPO 法人  CAN 困窮した若年女性を対象とした生活相談会費用 札幌市豊平区 298,000

３ NPO 法人  子育て応援かざぐるま 講座に使用する実物大赤ちゃん人形購入費用 　札幌市中央区 217,800

４ さっぽろあすぴす 化学物質過敏症や香害についての啓発活動費用 　札幌市厚別区 173,556

５ NPO 法人  nicon 不登校の親子に向けた居場所の会場費用 　札幌市手稲区 91,200

６ ふきのとう文庫 本の購入費 　札幌市中央区 200,000

７ 北海道低肺の会 会報誌発行に関わる費用 　札幌市中央区 130,000

８ 労働者協同組合 たすけあいワーカーズそよ風 利用者との交流会「よってかない会」開催費用 　札幌市東区 50,000

９ ワーカーズ　ひなたぼっこ カフェ備品購入 岩見沢市 76,870

ふくしは ふ
4

だんの く
4

らしの し
4

あわせ

おこなっています。選考の際に心がけているのは、組合
員が共感し、納得できる使いみちであること。福祉基
金への賛同を増やすためにも不可欠な要素です。

今年度は 16 団体から応募がありました。ここ数年多
かった居場所や地域食堂に関する団体からの応募がな
く、少し落ち着いたように思われます。また、今回選ば
れた９団体のうち５団体は過去にも助成を受けたことが
あります。基金が大きくなり、助成金額のアップや複数
年にわたる支援が可能になりました。福祉のすそ野を
広げるだけではなく、その活動を伸ばして地域の福祉
資源を増やすことも視野に入れています。

近年の応募団体には、化学物質過敏症を啓発する団
体など、今までのカテゴリーである高齢者福祉・子育
て支援・障がい者福祉に当てはまらない先が増えてき
ました。選考では、委員が悩み議論する場面も多くあり
ましたが、生きづらさを抱える人を支える活動も福祉と
捉え、対象としました。

市民参加型福祉の第一歩は
参加すること。福祉活動は生
活クラブ運動の大きな柱です。
あなたもぜひ福祉基金に参加
し、一緒に広げていきましょう。

福祉に取り組む意味

多様化する福祉

審査を通し見えたこと

暮らしの中から生まれる思いを大切に
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３/10  札幌エルプラザ 

３/20  花川南コミュニティセンター 

３/19  生活クラブ本部 

　組合員数 1,643 人に対し、書面
議決書 304 人、実出席は８人で
した。当日は質問がほとんどあ
りませんでしたが、書面議決書で
は主に予算について多くの質問
や意見が寄せられました。決算・
予算については会場で説明し、
後日、機関紙でも報告しました。
コロナ禍前、実出席のみで開催し
ていたときは、予算などについて
は当日詳しく説明する前提で議案書を作成してきましたが、今後は議案書の作り方を
再考する必要があると感じました。1周年を迎えた支部の拠点「まるーむ」に対しては、

「創成東地区の拡大が成果を出しているのは、集う場所と地区との連携や協力体制に
対する努力の成果だと思う。この方法が拡がってほしい」という意見がありました。
　25 年度は拡大計画数の達成には至らず、26 年度は活動費を値上げして、成果の出
たエリアへ広告を集中させる方針・予算を立てました。より多くの方に生活クラブを
知ってもらい、食べる仲間を増やすために活動していきます。〈担当理事  片桐 葉子〉

　組合員数 783 人に対し、書面議決書 251 人、実 出 席 は12 人でした。
展示説明車あみーかや、くらコミ

※
での加入内訳への質問と、支部にある

３つのサークルについて知りたいとの意見には機関紙で報告していきま
す。また、支部活動費の半分以上を占めている、厚別・江別エリアのフリー
ペーパー『まんまる新聞』へのチラシ折り込みの必要性と効果について
質問がありました。厚別区全域に生活クラブを知らせる意味は大きいと
実感しています。ほかにも、春だけではなく秋にも組合員 1 枚のチラシ
まきがあると良いなど、
さまざまな質問や意見が
あり、有意義な支部大会
となりました。25 年度は
34 人の新規加入があり目
標を達成することができ
ました。今年度も、あみー
かや、くらコミでの拡大を
中心に活動していきます。
〈担当理事  泉屋 めぐみ〉

2025 年度の支部活動・決算の報告、2026 年度の活動方針案・予算案につい
て討議し決定する場として、３月７〜 22 日、全 18 支部で支部大会が開催さ
れました。事前に提出された書面議決書と当日参加組合員の議決をもって執
り行い、新年度へのスタートをきりました。５支部の様子をお伝えします。

　組合員数 289 人に対し、書面議決書 101 人、実出席は９人
でした。会場準備であたふたしていると、組合員さん、理
事や担当職員も到着し、アドバイスを受けながらなんとか
準備を進めることができました。25 年度は、サークルと
の自然散策会の実施や、チラシまきをしっかりおこなった

「あみーか拡大」、楽しく集ったくラボ
※

、交通手段調査など、
運営人数が少ないなかでも充実した活動だったことを共有
しました。また、エネルギーへの問題提起や、生活クラブを
続けていくことをみんなで考えた支部大会でした。
　大会当日に、運営委員が 1 人増えるという嬉しい出来事
もありました。26 年度から理事が交代し、新体制で支部活
動をスタートします。昨年好評だった「わいわい夕食を食
べるくラボ」など、今年度も運営委員とくらコミメンバー
でアイデアを出し合いながら活動をすすめていきます。 

〈運営委員  溝口 裕子〉

※�くらぶコミュニティの略。支部運営委員会が主催する機関
会議の一つで、組合員を増やす「拡大」に取り組む集まり

※�支部運営委員会と連携して活動する機関会議の一つ。組合員が集い、食（消
費材）を中心とした交流や企画で、生活クラブ運動の意義を実感できる場
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３/７  山の手会館 

３/13  篠路コミュニティーセンター 

　組合員数 1,028 人に対し、書面議決書 129 人、実出席 16 人でした。私をはじめ
運営委員は、どのような質問や意⾒が飛んでくるのかと緊張して身構えていました
が、出席者には元運営委員も多く、予算の組み方やイベントへの心構えなど真摯で
温かなアドバイスをいただけました。とても嬉しかったです。議⻑をする予定の方
が連絡ミスで間に合わないというハプニングには、急きょ別の方がピンチヒッター

となり大変スムーズな進行
をしてくれました。
　拡大や利⽤結集の計画を
より実のあるものにするた
めには、組合員それぞれが
培ってきた経験に学ぶのが
一番だと思います。その機
会を得るためにも、今年度
は月イチ拠点やくラボなど
の催しで、組合員同士のつ
ながりを増やしていきます。  

〈運営委員  神田 恵〉

　組合員数 1,643 人に対し、書面
議決書 304 人、実出席は８人で
した。当日は質問がほとんどあ
りませんでしたが、書面議決書で
は主に予算について多くの質問
や意見が寄せられました。決算・
予算については会場で説明し、
後日、機関紙でも報告しました。
コロナ禍前、実出席のみで開催し
ていたときは、予算などについて
は当日詳しく説明する前提で議案書を作成してきましたが、今後は議案書の作り方を
再考する必要があると感じました。1周年を迎えた支部の拠点「まるーむ」に対しては、

「創成東地区の拡大が成果を出しているのは、集う場所と地区との連携や協力体制に
対する努力の成果だと思う。この方法が拡がってほしい」という意見がありました。
　25 年度は拡大計画数の達成には至らず、26 年度は活動費を値上げして、成果の出
たエリアへ広告を集中させる方針・予算を立てました。より多くの方に生活クラブを
知ってもらい、食べる仲間を増やすために活動していきます。〈担当理事  片桐 葉子〉

　組合員数 533 人に対し、書面議決書 190 人、実出席は 13 人でした。
2025 年度の拡大は、くらコミメンバーと協力してチラシまき、あみー
か運行、支部イベントなど活発に活動しましたが、目標を大きく下
回ることに。反面、組合員向けのイベントはどれも好評で、利用結
集に結びつきました。新規組合員には加入後２ヶ月にわたり、支部
おすすめの消費材とアンケートをお届けし、支部とのつながりをつ
くることができました。出席者からは、拡大における新聞折り込み
効果や決算への質問、意見がありました。
　方針案として、支部独自の拡大方法を検討していくこと、特に主
要品目の利用結集に力を入れることを提案しました。出席者からは
価格が跳ね上がった米について「食べようとすすめるだけではなく、
日本の農業のあり方についても学びましょう」と意見がありました。
支部大会は賛成多数で承認され、無事終了。もっと知りたい、話し
合いたい組合員とつながり、食べて語って、支部活動を楽しく続け
ていきたいと思います。 　　　　　　　　　〈運営委員  佐藤 なぎさ〉
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石けんを使った実演講座には、28 人の組合員が参加。
賑やかなカフェになりました。　 〈３/４  札幌エルプラザ〉
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家庭から出される可燃ごみの約 40％は生ごみで、収集や焼却には多くのエネルギーや税金が使
われています。地球にも家庭にもやさしい生活をめざそうと、（N）北のごみ総合研究所の佐藤さん
から話を聞きました。　　　　　　　　 　〈主催：サステイナブル委員会  ２/25 札幌エルプラザ〉

北斗支部組合員の佐藤順子さん

● �雨風、雪に当たらなければ、ＯＫ。
室内がおすすめ

● �1 年中、冬でもできる
● �エネルギーゼロ！

↑床から５ｃｍ以上空ける

生活クラブでんき
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主催　広報委員会

問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/

本ページに記載しているイベント等については、生活
クラブニュースを見て、参加申し込みをしてください。

ニュース

３月３週

ニュース

３月３週

主催　森づくりプロジェクト

　機関誌『チュプ』は、生活クラブ運動の理念や考え方
を伝え、組合員活動に活用できる誌面をめざしています。
組合員の声を誌面に活かすためにモニター制度があり、
年に 1 回会議をおこなっています。
　今年度のモニターは５人。チュプについてはもちろん、
それぞれが関わってきた生活クラブの活動や組合員な
らではの話で盛り上がり、初対面とは思えないほど話題
が尽きませんでした。26 年度も引き続き、チュプに対
する素直な感想を寄せてくださいとお願いして会議を終
えました。

生活クラブ本部会議室（３/９）

日　時　６月９日（火）　10：00 ～ 12：30 
場　所　京王プラザホテル札幌 ２階エミネンスＢ
内　容

日　時　５月２日（土）　10：00 ～ 12：30 
場　所　フィービラの森（古平町）

内　容

2025年度の事業・活動報告・決算と、2026年度の活
動方針・事業計画及び予算について討議し、承認
を行います。総代以外の組合員のために傍聴席を
設けています。

森での活動がスタートします。ゴミ拾いや小屋の整
備などの作業のほか、お花見や自然観察なども楽
しみます。くわしくはお問合せください。

簡単な調理実習も交えながら、いかに簡単に家庭の献立を
無理なく組み立てられるか調査しましょう♪ 活動は月１回
で初回は５月 19 日（火）、 会場は生活クラブ本部。
※託児あり、交通費支給

 締切  ４月24日
（担当：本部  水戸）

 締切  ４月29日
（担当：本部  山田）
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